
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座は以下の順で 4名の講師により行われた。 

 

草薙教授はブラックバイト，ブラック企業につかまらないためには，どのような点に気をつければよ

いかを労働基準法などの観点から解説を行った。まずブラックバイト，ブラック企業は労働条件・就業

条件が悪いなどの特徴をもつことを示し，様々な違法なケースが紹介され，労働者が気をつけるべき点

などが解説された。 

 

菅教授のテーマは｢定年制・定年後の社会参加と健康｣である。まず定年制は日本独特の制度であるこ

とが紹介された。さらに定年退職後に社会参加率が徐々に上昇することがデータにより示された。ま

た，今後の展望として，高齢者の雇用の促進や社会とのつながりの強化に関する議論の深まりの必要性

が指摘された。 

 

石黒教授のテーマは｢大学生のインターンシップと就職活動｣である。大学卒の就職後 3 年内の離職

率は 3 割と高いが，就職活動の開始前のインターンシップ経験がその対策として有効であることが示

された。また，近年増加している短期のインターンシップは，就職活動につながるものとして注目を集

めていることが紹介された。 

 

大住教授の講座では，日本の労働市場や労働所得に関する様々なデータが他国 

との比較で紹介され，その中で近年日本の名目賃金の上昇が停滞していること， 

また所得格差がやや拡大しているものの，アメリカなどよりは低いことなどが 

紹介された。                             （大住教授による講義） 

平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【日本の雇用，生活と法律】 

日 程: 平成２９年１２月９日（土）１３:００～１６：００ 

受講者数:７名 

会 場：神戸商科キャンパス大学会館別館２階 

講 師: 教授 草薙 真一・大住 康之・菅 万理・石黒 靖子  

 

長時間労働や格差，ブラックバイトなど，働き方をめぐる問題が注目を集めている。本公開講座では，

日本の労働の現状や所得格差の問題，労働法からみた労働環境，労働市場からの引退が社会参加に与え

る効果，大学生の就活事情など，労働に関わる問題をいくつかの観点から考察した。 


